
木
育
・
森
づ
く
り
パ
ネ
ル
展
に
参
加

１
１
月
９
・
１
０
日
の
両
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
釧
路
昭
和
の
コ
ン
サ
ー
ト
広
場
で
、
く
し
ろ

森
と
緑
の
会
が
、
釧
路
地
域
の
森
づ
く
り
や
緑

化
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
２
０
１
３

木
育
・
森
づ
く
り
パ
ネ
ル
展
」
を

森
林
環
境
教
育

開
催
し
ま
し
た
。

当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
根
釧
西
部
森

１
１
月
３
日(

文
化
の

林
管
理
署
と
と
も
に
、
９
日
の
「
木
と
の
ふ
れ

日)

、
釧
路
市
こ
ど
も
遊

あ
い
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
に
参
加
し
、
パ
ネ
ル
展

学
館
で
、
青
少
年
の
た
め

示
と
併
せ
て
、
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
ミ
ニ
ツ

の
科
学
の
祭
典
「
サ
イ
エ

リ
ー
作
り
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

ン
ス
屋
台
村
」
が
開
催
さ

た
だ
き
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
２
日
間
、「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
コ

こ
の
催
し
は
、
科
学
教

ー
ナ
ー
」
で
は
、
本
立
て
作
り
・
置
台
作
り
・

育
者
等
が
、
実
験
を
通
じ

木
の
葉
の
し
お
り
作

て
青
少
年
に
、
科
学
の
お

り
・
木
の
マ
グ
ネ
ッ

も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら

ト
作
り
等
を
行
え
る

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

小
学
校
を
は
じ
め
と
し

る
と
と
も
に
、
「
木
育

て
、
中
・
高
・
大
学
等
の

ひ
ろ
ば
」
で
は
、
木

教
育
機
関
や
官
公
庁
、
Ｎ

の
球
の
プ
ー
ル
や
様

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、
１
８
の

々
な
木
製
遊
具
の
遊

団
体
が
３
３
の
演
題
を
設
け
、
物
理
・
科
学
の
実
験
や
体
験
教

び

場

等

が

設

け

ら

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

れ
、
多
く
の
家
族
連

当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
電
子
映
像
拡
大
鏡
を
用
い
て
、

れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま

ア
ク
リ
ル
封
入
さ
れ
た
稚
樹
や
葉
、
種
子
等
を
観
察
す
る
ブ
ー

し
た
。

ス
を
出
展
し
、
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
、
種
子
の
特
徴
や
そ
の

散
布
の
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
説
明
を

一
つ
一
つ
漏
ら
さ
ず
に
、
一
生
懸
命
に
メ
モ
を
取
る
子
ど
も
が

い
る
な
ど
、
植
物
の
種
子
散
布
の
知
恵
を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
室
外
か
ら
コ
ケ
、
地
衣
類
、
松
の

葉
等
を
持
っ
て
き
て
観
察
す
る
親
子
も
お
り
、
拡
大
映
像
に
驚

き
の
声
を
上
げ
な
が
ら
、
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
こ
ど
も
遊
学
館
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

て
、
無
料
で
解
放
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連

れ
や
子
ど
も
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▽ 観察する親子連れの様子

▽ 熱心にメモを取る子どもの様子

▽ 会場の釧路市こども遊学館

▽ パネル展示の様子

▽「木育ひろば」の様子▽ 工作に取組む子どもの様子
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１
１
月
７
日(

木)

、
パ

イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

で
、
く
し
ろ
市
民
学
園
生

涯
学
習
サ
ー
ク
ル
「
遊
学

の
会
」
の
会
員
１
７
名
が

①

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル

参
加
し
て
、
松
ぼ
っ
く
り

タ
ー
の
設
置
、
②

を
用
い
た
工
作
と
望
楼
か

枝
打
ち
体
験
を
行

ら
の
眺
望
、
ミ
ズ
ナ
ラ
巨

う
と
と
も
に
、
過

木
の
見
学
を
行
い
ま
し

日
の
強
風
で
傾
い

た
。

た
、
既
設
の
ツ
リ

松
ぼ
っ
く
り
の
工
作
で

ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を

は
、
皆
さ
ん
が
工
夫
を
凝

補
修
し
ま
し
た
。

ら
し
て
、
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ

担
当
者
か
ら
の

ス
ツ
リ
ー
や
か
わ
い
い
置

作
業
手
順
等
の
説

物
等
を
作
り
上
げ
て
い
ま

明
の
後
、
ツ
リ
ー

し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら

シ

ェ

ル

の
望
楼
見
学
で
は
、
黄
金

タ

ー

の

色
に
染
ま
っ
た
カ
ラ
マ
ツ

設
置(

７

林
の
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
し

５
本)

と

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

補

修

を

最
後
に
、
場
所
を
移
動

行

い

ま

し
て
「
森
の
巨
人
た
ち
百

し

た

が

選
」
に
選
ば
れ
た
、
標
茶

参

加

者

の
ミ
ズ
ナ
ラ
を
見
学
し
た

が

、

手

と
こ
ろ
、
参
加
者
一
同
、

際

よ

く

ミ
ズ
ナ
ラ
の
大
き
さ
に
圧

作
業
を
進
め
て
い

倒
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

た
だ
い
た
結
果
、

当
日
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

予
定
時
間
内
に
終

フ
ォ
レ
ス
ト
に
到
着
す
る

自
然
再
生
・
生
物
多
様
性
の
保
全

了
し
、
パ
イ
ロ
ッ

と
、
朝
か
ら
ぱ
ら
つ
い
て

ト
フ
ォ
レ
ス
ト
へ

い
た
小
雨
も
上
が
り
、
参

１
１
月
２
０
日(

水)

、
雷

移
動
し
ま
し
た
。

加
者
か
ら
も
「
と
て
も
楽

別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
と

昼
食
の
後
、
ア
カ

し
い
一
日
で
し
た
。
」
等

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

エ
ゾ
マ
ツ
の
枝
打

の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
、
今

で
、
会
員
１
５
名
の
参
加
を

ち
体
験
と
な
り
ま

年
最
後
の
森
林
利
用
活
動

得
て
、
本
年
度
第
４
回
目
の

し
た
が
、
会
員
の

支
援
を
滞
り
な
く
、
終
了

「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

皆
さ
ん
が
、
黙
々

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

を
開
催
し
ま
し
た
。

と
作
業
に
取
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
１
４
時
過
ぎ

た
。

今
回
の
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

に
は
１
日
の
日
程
を
無
事
終
了
し
、
パ
イ
ロ

は
、

ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
を
後
に
し
ま
し
た
。

▽ 工作の様子

▽ 望楼見学の様子▽ 黄金色に染まるカラマツ林

▽ 完成した作品の様子▽ 完成した作品の様子

十
二
月
の
予
定

①

十
二
月
十
二
日
（
木
）
釧
路
市
内

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
森
林
再
生
小
委
員
会

▽ 補修後のツリーシェルター

▽ 枝打ち体験の様子 ▽ ツリーシェルター設置の様子

当ふれあい推進センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、
森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。
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